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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籖

　
　
　外
部
指
導
員
の
活
用
例

　柔
道

　

本
校
は
、
東
京
都
西
部
の
多
摩
地
域
に
あ
り
、
川
を
隔
て
て
隣
は
神
奈
川

県
と
い
う
県
境
に
位
置
し
、
従
来
か
ら
の
住
民
と
新
興
住
宅
街
の
住
民
が
混

在
す
る
地
域
に
あ
る
。
近
年
は
徐
々
に
生
徒
数
が
減
少
し
全
校
で
約
600
名
と

な
っ
て
い
る
。
生
徒
は
従
前
に
比
べ
れ
ば
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

お
り
、
部
活
動
等
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、
以
前
よ
り
武

道
館
が
あ
り
、
剣
道
部
は
活
動
し
て
い
る
が
、
柔
道
部
は
な
い
。

　

町
田
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
保
健
体
育
の
授
業
に
お
け
る
外

部
の
補
助
者
の
活
用
を
制
度
化
し
た
。
本
校
は
、
先
行
実
施
校
と
し
て
活
用

を
推
進
し
、
本
年
で
３
年
目
に
な
る
。

　

本
校
に
お
け
る
柔
道
授
業
の
取
組
を
紹
介
し
た
い
。
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授
業
の
充
実
に
向
け
て
籖

　

町
田
市
で
は
、
武
道
必
修
化
に
伴
い

平
成
24
年
度
か
ら
外
部
の
中
学
校
柔
道

授
業
補
助
者
の
配
置
を
制
度
化
し
て
予

算
を
配
当
し
て
い
る
。
本
校
は
、
そ
の

先
行
実
施
校
と
し
て
活
用
を
推
進
し
、

３
年
目
に
な
る
。
補
助
者
の
条
件
は
、

「
柔
道
有
段
者
で
あ
る
こ
と
」「
柔
道
授

業
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
保
健
体

育
科
授
業
を
行
う
教
科
担
当
教
員
の
補

助
と
し
て
技
の
模
範
を
行
う
こ
と
」
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
多
く
の
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
授
業
を
想
定
し
た
も
の
で

は
な
く
、「
安
全
な
指
導
の
徹
底
を
図

る
」
と
い
う
補
助
指
導
を
目
的
と
し
て

い
る
。

１
、
外
部
指
導
員
活
用
に
い
た
っ
た
経

緯
　

本
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
に

伴
う
武
道
の
必
修
化
に
伴
い
、
平
成
24

年
度
よ
り
女
子
１
・
２
年
生
に
柔
道
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
男

子
生
徒
に
柔
道
を
選
択
し
て
授
業
を
行

っ
て
お
り
、
柔
道
着
や
畳
な
ど
の
用
具

が
揃
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
柔
道
を
選
択

す
る
に
至
っ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

指
導
の
実
際

７そ
の
他
の
活
用

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

柔
道
授
業
補
助
者
の

活
用
の
成
果
と
課
題

町
田
市
中
学
校
柔
道

授
業
補
助
者
制
度

授
業
補
助
者
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
と
授
業
補
助
者

の
役
割
分
担

授業の様子

授業用プリント

が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

２
、
教
員
と
外
部
指
導
員
の
役
割
分
担

　

町
田
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る

柔
道
授
業
補
助
者
の
設
置
の
取
組
で

は
、
補
助
者
は
、
保
健
体
育
授
業
を
行

う
教
科
担
当
教
員
の
補
助
と
し
て
技
の

模
範
や
助
言
等
を
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
校
で
も
教

員
が
主
と
な
り
、
授
業
を
展
開
し
た
。

　

補
助
者
に
は
助
言
を
求
め
な
が
ら
、

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
教
員
が
単
元

計
画
を
作
成
し
、
各
時
間
の
授
業
の
前

後
に
は
、
本
時
・
次
時
に
つ
い
て
の
打

ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行
い
、
授
業
に
臨

ん
だ
。
１
時
間
の
中
で
、
教
員
が
授
業

を
進
め
、
補
助
者
に
は
技
の
模
範
や
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
授
業
を
展
開
し
て

い
っ
た
。
と
き
に
は
、
休
憩
時
間
に
教

員
の
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
っ
た
。

３
、
指
導
の
概
要

　

本
校
で
は
、
保
健
体
育
の
授
業
に
お

い
て
、
２
ク
ラ
ス
を
男
女
に
分
け
、
男

女
別
の
授
業
を
実
践
し
て
い
る
（
次
頁

表
１「
実
施
形
態
・
時
期
・
場
所
等
」）。

柔
道
の
授
業
で
は
、
柔
道
着
は
学
校
で

用
意
し
た
物
を
着
用
し
、
武
道
場
に
畳

を
敷
い
て
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
平
成
25
年
度

の
実
践
で
第
２
学
年
女
子
生
徒
の
授
業

で
あ
る
。
こ
の
生
徒
た
ち
は
、
１
年
次

に
７
時
間
、
柔
道
を
学
習
し
て
い
る
。

柔
道
を
初
め
て
学
習
す
る
生
徒
が
ほ
と

　

本
校
の
保
健
体
育
科
は
４
人
体
制
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
武
道
・
ダ
ン
ス
の

専
門
家
で
は
な
い
。
特
に
女
性
教
員
に

は
武
道
の
指
導
経
験
が
な
く
、
単
元
計

画
を
立
て
、
授
業
を
一
人
で
実
践
し
て

い
く
に
は
力
量
と
経
験
不
足
が
あ
り
、

不
安
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
町
田

市
教
育
委
員
会
が
制
度
化
し
た
柔
道
授

業
補
助
者
設
置
の
取
組
を
導
入
し
、
平

成
24
年
度
は
男
性
、
平
成
25
年
度
は
女

性
を
活
用
し
て
、
教
員
と
授
業
補
助
者

の
２
人
体
制
で
柔
道
の
授
業
を
行
っ

た
。

　

私
自
身
に
関
し
て
は
、
中
・
高
校
の

体
育
授
業
や
大
学
の
授
業
で
も
柔
道
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
武
道
の
必
修

化
に
伴
う
実
技
研
修
の
際
、
初
め
て
柔

道
着
を
着
た
と
い
う
全
く
の
初
心
者
で

あ
っ
た
。
生
徒
に
柔
道
の
授
業
を
実
施

す
る
ま
で
に
、
研
修
会
を
通
し
て
何
度

か
学
ん
だ
だ
け
で
あ
り
、
と
て
も
生
徒

に
技
術
指
導
が
で
き
る
自
信
も
な
か
っ

た
。
ま
た
、
柔
道
の
授
業
に
お
け
る
事

故
や
安
全
指
導
の
話
を
聞
い
て
さ
ら
に

不
安
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
実
際
に
授
業
補
助
者
の
先
生

が
来
て
下
さ
る
こ
と
は
と
て
も
心
強

く
、
そ
の
存
在
は
と
て
も
大
き
く
あ
り

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

指
導
の
実
際

７そ
の
他
の
活
用

８○
○
○
○
○
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○
○
○
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本
ｐ
00
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柔
道
授
業
補
助
者
の

活
用
の
成
果
と
課
題

町
田
市
中
学
校
柔
道

授
業
補
助
者
制
度

授
業
補
助
者
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
と
授
業
補
助
者

の
役
割
分
担

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

指
導
の
実
際

７そ
の
他
の
活
用
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○
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00
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柔
道
授
業
補
助
者
の

活
用
の
成
果
と
課
題

町
田
市
中
学
校
柔
道

授
業
補
助
者
制
度

授
業
補
助
者
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

教
員
と
授
業
補
助
者

の
役
割
分
担

１ ２ ３ ４ ５ ６指
導
の
概
要

指
導
の
実
際

７そ
の
他
の
活
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柔
道
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業
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助
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の
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の
成
果
と
課
題
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田
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学
校
柔
道

授
業
補
助
者
制
度

授
業
補
助
者
活
用
に
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っ
た
経
緯

教
員
と
授
業
補
助
者

の
役
割
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ん
ど
で
あ
り
、
授
業
開
始
前
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
柔
道
に
対
し
て
、「
痛
い
」

「
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た

生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
１
年
次
で

は
、
礼
法
や
受
け
身
、
固
め
技
の
学
習

を
中
心
に
、
柔
道
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

特
性
に
触
れ
る
こ
と
と
、
基
本
動
作
の

習
得
を
目
標
に
授
業
を
行
っ
た
。
２
年

次
で
は
、
１
年
次
で
身
に
つ
け
た
内
容

を
活
か
し
、
さ
ら
に
柔
道
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
投
げ
技
に
挑

戦
さ
せ
た
。

■
指
導
の
実
際

　

平
成
25
年
度
の
２
年
生
女
子
に
対
し

て
行
っ
た
計
10
時
間
の
指
導
の
実
際
を

紹
介
す
る
。

◆
単
元
の
導
入
（
１
時
間
目
）

　

単
元
の
１
時
間
目
で
は
、
１
年
次
で

学
習
し
た
内
容
の
復
習
を
中
心
に
導
入

を
行
っ
た
。
昨
年
、
授
業
で
学
習
し
た

と
は
い
え
、
１
年
間
全
く
柔
道
に
触
れ

る
こ
と
が
な
く
、
学
習
経
験
が
浅
い
た

め
、
一
か
ら
教
え
直
す
つ
も
り
で
指
導

す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
柔
道
衣
の
着

方
、
帯
の
し
め
方
か
ら
、
礼
法
を
一
通

り
復
習
し
た
。

　

特
に
、
礼
法
に
つ
い
て
は
、
形
ば
か

り
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
生
徒
に

と
っ
て
は
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
感

じ
て
し
ま
い
、
苦
痛
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
補
助

者
に
柔
道
の
特
性
を
説
明
し
て
も
ら

い
、
柔
道
に
お
け
る
礼
法
の
重
要
性

を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
行
っ

た
。
身
体
を
制
す
る
こ
と
で
勝
敗
を
決

す
る
と
い
う
格
闘
的
性
質
の
高
い
競
技

だ
か
ら
こ
そ
、
授
業
の
開
始
時
に
は
、

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
集
中
を
高
め

る
こ
と
、
自
分
や
仲
間
の
安
全
に
常
に

気
を
配
り
、
一
緒
に
学
習
し
合
う
仲
間

に
対
し
て
、
互
い
を
尊
重
す
る
態
度
を

大
切
に
し
た
。
礼
法
と
い
う
「
形
」
に

し
っ
か
り
と
「
心
」
を
入
れ
る
こ
と
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
、
自
ら
し
っ
か
り

と
礼
法
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
態
度
を

養
っ
た
。

　

基
本
動
作
の
受
け
身
は
、
投
げ
技
の

練
習
に
入
っ
て
い
な
い
段
階
か
ら
、
毎

時
間
の
授
業
の
導
入
で
く
り
返
し
練
習

を
行
っ
た
。
特
に
、
女
子
生
徒
は
、
首

と
腹
筋
の
力
が
弱
い
た
め
、
ど
う
し
て

も
後
頭
部
が
畳
に
着
い
て
し
ま
う
生
徒

が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
自

分
の
お
へ
そ
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
を

徹
底
し
て
指
導
し
た
。
ま
た
、
授
業
補

助
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
あ
お

む
け
の
姿
勢
→
長
座
の
姿
勢
→
し
ゃ
が

ん
だ
姿
勢
→
立
位
と
い
っ
た
よ
う
に
段

階
的
な
指
導
を
心
が
け
て
行
っ
た
。

◆
単
元
の
前
半
（
２
・
３
時
間
目
）

　

単
元
の
前
半
で
は
、
１
年
次
に
身
に

つ
け
た
固
め
技
の
基
本
動
作
を
用
い

て
、
技
を
「
か
け
る
」「
応
じ
る
」
と

い
っ
た
攻
防
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
授
業

を
展
開
し
た
。
１
年
次
は
、
基
本
動
作

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
た

か
ら
、
技
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
正
確
な

示し

範は
ん

を
生
徒
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、「
自
分
も
あ
ん
な
風
に
技
を
か

け
て
み
た
い
」
と
い
う
生
徒
の
意
欲
に

つ
な
が
っ
た
。

◆
単
元
の
後
半
（
８
～
10
時
間
目
）

　

授
業
補
助
者
と
、
毎
時
間
意
見
交
換

を
密
に
行
い
、
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
、
段
階
的
な
指

導
が
可
能
と
な
っ
た
。
単
元
の
後
半
で

は
、
思
い
切
り
投
げ
技
を
か
け
、
応
じ

る
こ
と
が
安
全
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
実
技
テ
ス
ト
の
評
価
方
法

に
つ
い
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
教
員
の
評
価
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

客
観
的
な
評
価
が
行
え
た
。

４
、
柔
道
授
業
補
助
者
の
活
用
の
成
果

と
課
題

　

⑴　

成
果

　

①　

専
門
性
の
高
い
技
術
指
導
と
模

範
に
よ
り
、
生
徒
の
意
欲
・
関
心
が
高

ま
っ
た
。

め
、
技
を
防
ぐ
こ
と
、
相
手
が
技
か
ら

逃
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
利
用
し
固
め

技
の
連
続
の
技
術
（
固
め
技
の
連
絡
）

を
用
い
、
さ
ら
に
違
う
技
を
か
け
る
と

い
う
攻
防
を
行
っ
た
。
授
業
補
助
者
と

教
員
が
組
ん
で
見
本
を
見
せ
る
と
、
生

徒
た
ち
は
、
柔
道
の
攻
防
の
楽
し
さ
を

直
に
感
じ
、
意
欲
・
関
心
が
高
ま
っ

た
。
ま
た
、
生
徒
自
身
で
攻
防
を
行

い
、
柔
道
の
特
性
に
触
れ
、
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
た
。

◆
単
元
の
中
盤
～
後
半
（
４
～
７
時
間

目
）

　

単
元
の
中
盤
か
ら
後
半
に
か
け
て
は

投
げ
技
の
練
習
に
入
っ
た
。
今
ま
で
以

上
に
安
全
に
気
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、

そ
し
て
段
階
的
指
導
を
行
う
こ
と
を
心

が
け
た
。
例
え
ば
、
ひ
ざ
車
で
は
、
受

け
は
、
立
ち
ひ
ざ
の
状
態
か
ら
投
げ
ら

れ
る
と
い
う
練
習
を
十
分
に
く
り
返
し

行
っ
た
上
で
、
立
位
の
姿
勢
で
投
げ
ら

れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
段
階
的
に
練
習

す
る
こ
と
で
、
基
本
動
作
を
き
ち
ん
と

身
に
つ
け
、
生
徒
の
恐
怖
心
を
取
り
除

い
て
い
っ
た
。

　

指
導
す
る
投
げ
技
に
つ
い
て
は
、
生

徒
の
技
能
や
実
態
に
合
わ
せ
、
授
業
補

助
者
と
相
談
し
、
ど
の
技
を
行
う
か
を

決
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
授
業
補
助
者
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平成 24 年度 平成 25 年度

授業の形態 １クラスを男女別に分け、２クラス合同で男女別習

授業の実施時期 12 月上旬～１月下旬 12 月上旬～２月中旬

対象学年 １年生女子 ２年生女子

場所 武道場

道具 学校の柔道着を貸出

単元の授業時間 ７時間 10 時間

表１　実施形態・時期・場所等表２　指導計画（平成 24年度　１年生女子　計７時間）

固め技の指導

表３　指導計画（平成 25年度　２年生女子　計 10時間）

時間 主な指導内容

１ ・導入（柔道衣の着方・礼法の確認）
・後ろ受け身、横受け身

２ ・受け身（後ろ・横）
・けさ固め

３ ・受け身（後ろ・横）
・けさ固め、横四方固め

４ ・受け身（後ろ・横）
・横四方固め、上四方固め

５ ・受け身（後ろ・横）
・固め技の復習、抑え込みゲーム

６ ・受け身（後ろ・横）
・固め技の復習、抑え込みゲーム

７ ・実技テスト
・まとめ（相互評価、学習の振り返り）

時間 主な指導内容

１
・導入（柔道衣の着方・礼法の確認）
・１年次の復習（後ろ受け身・横受け身・けさ固め・
横四方固め・上四方固め）

２
・受け身（後ろ・横）
・固め技に対する防御
・背中を合わせた状態からの抑え込みゲーム

３

・受け身（後ろ・横）
・固め技の連絡（けさ固め→横四方固め、横四方固め
→上四方固め）
・固め技の攻防

４
・受け身（後ろ・横）、固め技の攻防
・投げ技の基本動作と約束事の確認
・投げ技：ひざ車（両ひざ立ちの姿勢で）

５ ・受け身（後ろ・横）、固め技の攻防
・投げ技：ひざ車（立位の姿勢で）、支えつり込み足

６ ・受け身（後ろ・横・前回り）、固め技の攻防
・投げ技：支えつり込み足、大腰（導入）

７ ・受け身（後ろ・横・前回り）、固め技の攻防
・投げ技：大腰

８ ・受け身（後ろ・横・前回り）、固め技の攻防
・投げ技：大腰

９・10 ・実技テスト
・まとめ（相互評価、学習の振り返り）
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授
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②　

生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
、
細
か

く
分
か
り
や
す
い
指
導
が
で
き
、
安
全

に
授
業
を
進
め
ら
れ
、
な
お
か
つ
生
徒

の
技
能
が
高
ま
っ
た
。

　

③　

生
徒
だ
け
で
な
く
、
指
導
経
験

が
浅
い
教
員
に
と
っ
て
も
、
指
導
方
法

や
技
術
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

⑵　

課
題

　

①　

補
助
者
と
連
携
を
図
る
た
め

に
、
授
業
前
・
授
業
後
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
時
間
を
他

の
職
務
と
併
行
し
て
確
保
す
る
こ
と
。

　

②　

女
子
生
徒
を
指
導
す
る
に
あ
た

り
、
よ
り
細
か
い
技
術
指
導
を
行
う
た

め
に
も
、
25
年
度
は
、
女
性
の
指
導
補

助
者
に
来
て
い
た
だ
い
た
が
、
学
校
や

生
徒
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助

者
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

③　

教
科
担
当
教
員
の
補
助
と
し
て

技
の
模
範
や
助
言
等
を
行
う
こ
と
を
基

本
に
し
て
い
る
補
助
者
の
特
性
上
、
ど

の
よ
う
に
活
用
を
す
れ
ば
良
い
か
と
い

う
関
与
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
。

　

④　

単
元
設
定
時
期
が
体
育
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
上
、
ど
う
し
て
も

冬
季
に
な
る
こ
と
で
学
習
意
欲
の
触
発

と
怪
我
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
。

道徳の授業として赤塚さんに講演をお願いした

生徒には毎回の授業を振り返ってもらい、具体的に学んだことや感じたことを記入させた赤塚さんとの交流の中で生徒の人としての成長も実感した

　
５
，
そ
の
他
の
活
用
に
つ
い
て
（
別
枠

の
道
徳
授
業
）

　

25
年
度
に
本
校
に
来
て
い
た
だ
い
た

補
助
者
の
赤
塚
正
美
さ
ん
（
講
道
館
五

段
）
は
、
弱
視
と
い
う
障
害
を
抱
え
な

が
ら
も
柔
道
に
携
わ
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
も
出
場
さ
れ
た
経
歴
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
柔
道
の

授
業
だ
け
で
な
く
、
道
徳
の
時
間
に
お

い
て
も
補
助
者
の
方
の
経
験
や
生
き
方

か
ら
、
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
道
徳
の
時
間
で
も

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

実
際
に
は
２
時
間
の
授
業
の
中
で
、

１
時
間
目
に
障
害
に
対
し
て
の
理
解
を

深
め
、
２
時
間
目
に
補
助
者
の
方
か
ら

体
験
談
や
経
験
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を

話
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
障
害
を
持
っ
た
人
へ
の
理
解
や
、

補
助
者
の
生
き
方
な
ど
か
ら
生
徒
た
ち

は
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

　

道
徳
の
授
業
の
感
想
で
は
、「
赤
塚

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
に
つ
ら

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
も
一
生
懸

命
生
き
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
書
い
て

い
る
生
徒
が
多
く
い
た
。
ま
た
、
柔
道

の
授
業
の
感
想
で
も
、「
柔
道
を
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
塚

さ
ん
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
柔
道
の
技

能
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
」
と
書
い
て
い
た
生
徒
が
多
く

お
り
、
た
だ
、
単
に
柔
道
の
技
術
指
導

だ
け
で
な
く
、
補
助
者
の
方
と
の
心
の

交
流
を
通
じ
、
生
徒
た
ち
が
、
人
と
し

て
も
成
長
で
き
た
こ
と
が
、
今
回
補
助

者
を
活
用
し
た
こ
と
の
一
番
の
成
果
で

は
な
い
か
と
思
う
。

１ ２ ３ ４ ５ ６指
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の
概
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指
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実
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